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新 し く開発 され た カ ルバ ペ ネ ム系 抗 生物 質biapenem(BIPM)を 肺炎16例 に投 与 した。 投

与方法 は1回300mg1日2回 の 点滴 静 注 で あ った。 臨床 効 果 判定 可 能 で あ った15例 に お い

て著効9例,有 効4例,や や 有効1例,無 効1例 で,有 効 率 は86.7%で あ った。 い ずれ の症

例 に おい て も本剤 投 与 に よ る と思 わ れ る副作 用 は認 め られ なか っ た。 臨床 検査1直異常 は 白

血球 減 少 が1例 に み られ たが 重篤 な もの で は な く投 与 中止 に よ り回復 した 。
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Biapenem(BIPM)は 日本 レダ リー株式会 社 で開発 され

た新しいカルバペ ネ ム系の抗生 物質 であ る。BIPMは ヒ

ト腎デヒ ドロペ プ チダー ゼー1(DHP-1)に 対 して極 め て

安定であ るこ とか ら,DHP-1阻 害 剤 あ るい は腎毒 性低

減剤を必要 としな い1)。 また,グ ラム陽 性菌,グ ラム

陰性菌 および嫌 気性 菌 に対 して幅広 い抗 菌 スペ ク トラ

ムと強い抗菌 活性 を持 っ てい る薬剤 とされ て い る。今

回我々は肺炎 に対 す る本 剤 の臨床 効 果 お よび安 全 性に

ついて検討 したの で報告 す る。

対象は,平 成3年10月 よ り平 成4年5月 までの 間に愛

媛 大 学 医学部 第一 内科 お よび愛 媛 県立今 治病 院 を受 診

し,同 意 の得 られ た入院 患者 で あ る。 対象 疾患 は肺 炎

16例 であ り,う ち3例 は気管支肺 炎で ある。男性10例,

女 性6例,計16例 で,年 齢は18歳 ～82歳(平 均53.1歳)

に分布 した。

投 与量お よび投与 方法 は1回300mgを1日2回,点 滴

静注 した。 投 与 日数 は6～16日(平 均11.0日)で あ り,

総 投 与量 は3600mg～9600mg(平 均6600mg)で あ った。

臨 床効果 の判 定は,臨 床症 状,末 梢 血 白血球 数,血

液像,血 沈,胸 部X線 所見 などによ り,著 効(Excellent),

Table 1-1. Clinical summary of biapenem treatment
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Table 1-2. Clinical summary of biapenem treatment

PSS: Progressive systemic sclerosis



VOL.42 S-4

Biapenemの 呼吸器感染症に対す る臨床的検 討
785

Table 2. Laboratory findings before and after treatment with biapenem

B: before A: after *: King-Armstrong法(K.A.)
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有 効(Good),や や 有 効(Fair),無 効(Poor)の4段 階 で行 っ

た。 細 菌 学 的 効 果 は菌 の 消 長 に よ り,消 失(Eradicated),

菌 交 代(Replaced),部 分 消 失(Partially eradicated),減 少

(Decreased),不 変(Unchanged)と 判 定 した 。

各症 例 に 対 す るBIPMの 臨 床 成 績 の 一 覧 をTable 1に 示

す 。 投 与 した16例 の うち,症 例16は82歳 と高齢 で あ り,

脳 梗 塞 お よ び 心 室 性 期 外 収 縮 の 基 礎 疾 患 が あ り評 価 不

可 能 と考 え,効 果 判 定 か ら除 外 し た 。 臨 床 効 果 を判 定

し え た15例 の 臨 床 効 果 は,著 効9例,有 効4例,や や

有 効1例,無 効1例 で 有 効 率 は86.7%で あ っ た 。

喀痰 よ りの 分 離 菌 はStaphylococcus aureus 3株,strep-

tococcus pneumoniae 3株,Enterococcus faecalis 1株,

Klebsiella pneumoniae 1株,Haemophilus parainfluenzae

1株,Pseudomonasa eruginosa 1株 の10株,こ の う ちE.

faecalisとP.aeruginosaは 複 数 菌 感凍 で あ っ た。 本 剤 投 与

に よ り,S.aureus2株,S.pneumoniae3株,K.pneu-

moniae 1株,H.parainfluenzae 1株 お よ びE.faecalis 1株

+P.aeruginosa1株 の9株 が 消 失 し た。 な お,本 剤 投 与

後 にEfaecaliS(症 例14)が 交 代 菌 と して1株 検 出 さ れ て

い る。

安全 日生につ いて は,い ずれ の症例 にお いて も本剤投

与 に よる と思 われ る副作 用 は認 め られ なか った。 臨床

検 査値 の 異常 は症例13に お いて本 剤投 与後 白血球数が

2500に 減 少しているが,本 剤投 与中止 に より3日 後に回

復 して る(Table 2)。

カルバペ ネム系抗生物質BIPMの 肺炎 に対 する臨床効

果 を検討 した ところ86.7%の 有効率 が得 られた。特に15

例 中9例 が著効 であ り他剤 と比較 して評価 に値 するもの

で あ る。 また,安 全性 につい て も特 に問題 となること

は な く,肺 炎 に対 して臨床 的有 用性 の高 い薬剤 と考え

られ る。
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Clinical evaluation of biapenem(BIPM), a new carbapenem antibiotic, was carried out in 16 patients

with pneumonia. BIPM was administered 0.3g twice daily in 16 patients by intravenous drip infusion.

Clinical efficacy was excellent in 9 cases, good in 4 cases, fair in 1 case, poor in 1 case and

unevaluable in 1 case, and the overall clinical efficacy rate was 86.7%. No side effect was observed,

but as for abnormal laboratory findings, white blood cell in 1 case decreased transiently.


